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A.研究目的 

「温もるとかゆい」は皮膚科の日常診療でよく聞

かれる訴えの一つであるとともに、経験的に制御

困難な症状でもある。アトピー性皮膚炎の痒み誘

起因子には引用可能な報告があり、アトピー性皮

膚炎患者の９６％は「温熱、発汗」が誘起因子と

考えており最大の誘因とされている。本研究は温

熱が痒みを誘発するメカニズムに着目した。 

アトピー性皮膚炎で見られる異常なかゆみ過敏が

存在する。このように通常はかゆみに感じられな

い刺激をかゆみに感じる現象がアロネシスと表現

され存在することがしられている。実際にアトピ

ー性皮膚炎では通常疼痛に感じる熱刺激やアセチ

ルコリン投与でかゆみが誘発されると報告されて

いる。しかしこれまでにアロネシスが生じるメカ

ニズムは明らかにされていない。 

 

B.研究方法 

本研究ではアロネシスと増感因子が温もった時の

痒みを誘発するという仮説をもとに、申請者らが

近年見出した神経栄養因子アーテミンに焦点を当

てた検討を行う。アーテミンの発現メカニズムを

in vitro の細胞培養系で確認し、増感作用アーテミ

ンが熱痛覚過敏に与える影響を invivo における動

物実験によって確認する。 

 

C.研究結果 

アーテミンはサブスタンス P 刺激によって真皮線

維芽細胞から発現誘導され、in vitro において神経

芽細胞の増殖活性を亢進させることを見出した

（図１）。さらにアーテミンはアトピー性皮膚炎病

変部真皮に蓄積し（図２）、末梢神経の sprouting

を誘導することを確認しており、 

アーテミンがヒトのアトピー性皮膚炎の皮膚病変

部真皮に蓄積していることが確認された。アーテ

ミンを皮下投与したマウスは 38 度の環境下で全

身を wiping する行動が確認された。ところが 42

度の環境下では飛び跳ねるなどの異常な行動が確

認された。 

 

D.考察 

artemin は皮膚の温度過敏および痒みの誘発に関

与すると考えられた。また artemin を皮下注射した

マウスは暖かい環境下で掻破行動と思われる異常
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を示したことから artemin が「温もるとかゆい」メ

カニズムにおいて重要な役割を果たしているもの

と想像された。しかし、artemin を注射した場所で

はなく、顔面付近を掻破したことは以外な結果で

あり、現時点でその原因を説明するデータはない

が、末梢神経全体あるいは中枢神経系に作用した

結果ではないかと推察している。 

 

E.結論 

アーテミンはアトピー性皮膚炎の痒みの治療標的

になりうると考えられた。 

 
 

図１：真皮線維芽細胞からサブスタンス p によっ

てアーテミンが分泌される。 

 

 

 
図２：アトピー性皮膚炎病変部の真皮内にアーテ

ミンの沈着を認める。 
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